第３部　無機物質
実験No.5
実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的二酸化炭素の製法と性質、炭酸塩をつくる金属について調べ、理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□二股試験管　□試験管(5)　□試験管台　□ゴム栓付ガラス管　□駒込ピペット[共有]　
□蒸留水[共有]　□石灰水[共有]　□6mol/L塩酸HCl[共有] 　□石灰岩　□マッチ
□アルコールランプ　　□試験管ばさみ

実験1　
　①二股試験管に石灰岩の小片3粒程度と6mol/L塩酸HCl 5mLを入れ、ゴム栓付ガラス管を取り付ける。
　②別の試験管に石灰水を3mL入れる。
　③二股試験管を傾けて反応させ、発生した気体を石灰水に通して変化を観察する。
　④発生した気体を十分に石灰水に通し、水溶液が無色透明になったらガスバーナーで加熱してみよ。石灰水の変化について、結果をまとめなさい。





考察１
①実験で発生させた気体は何か。


②実験で行った気体の製法を化学反応式で示しなさい。また、それ以外の製法を挙げ、化学反応式で示しなさい。




　③実験1③と④の化学変化について、教科書P217を参考に化学反応式も用いて説明しなさい。








実験2　　
　　4本の試験管に各0.1mol/Lの水酸化バリウムBa(OH)2、水酸化ナトリウムNaOH、水酸化カルシウムCa(OH)2、水酸化カリウムKOHを5mL入れる。それぞれの試験管に炭酸アンモニウム((NH4)2CO3)を小さじ1杯加え、結果(沈殿と色、化学式)を書きなさい。
	
	Ca2＋
	Ba2＋
	Na＋
	K＋

	色
	
	
	
	

	沈殿
	
	
	
	

	沈殿の化学式
	
	
	
	



考察2
 　実験で扱った金属イオンは、炭酸塩の沈殿の有無で２つのグループに分類される。それは何か。 既習事項の硫酸塩（→No.3）と比較して考察しなさい。




演示実験ケミカルガーデン
　①水ガラスを大型試験管に入れて、水を加えて希釈し、軽くかき混ぜる。
　②数種類の硝酸塩を少量ずつ試験管に入れる。
　③しばらく観察するとどのような現象が起きるか。




考察3
　実験の結果から、何の金属が入っているかを考察しなさい。




【実験まとめ（実験の目的に沿ったまとめをする）】







実験日　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
目的二酸化炭素の製法と性質、炭酸塩をつくる金属について調べ、理解する。

準備必要な器具を確認し、□にチェック✔をいれる　　※[共有]とあるのは2ペア共有で使用する
□二股試験管　□試験管(5)　□試験管台　□ゴム栓付ガラス管　□駒込ピペット[共有]　
□蒸留水[共有]　□石灰水[共有]　□6mol/L塩酸HCl[共有] 　□石灰岩　□マッチ
□アルコールランプ　　□試験管ばさみ

実験1　
　①二股試験管に石灰岩の小片3粒程度と6mol/L塩酸HCl 5mLを入れ、ゴム栓付ガラス管を取り付ける。
　②別の試験管に石灰水を3mL入れる。
　③二股試験管を傾けて反応させ、発生した気体を石灰水に通して変化を観察する。
　④発生した気体を十分に石灰水に通し、水溶液が無色透明になったらガスバーナーで加熱してみよ。石灰水の変化について、結果をまとめなさい。
 (
石灰岩(炭酸カルシウムCaCO
3
)と塩酸が反応すると、気体が発生した。その気体を石灰水に通すと白濁した。さらに気体を通し続けると、白濁が消え、無色透明の水溶液に変化した。この水溶液を加熱すると再び白濁した。
)




考察１
 (
二酸化炭素
)①実験で発生させた気体は何か。


 (
・炭酸カルシウムに希塩酸　　　
CaCO
3
＋2HCl　→　
CaC
l
2
　＋　CO
2
　＋　H
2
O
・炭酸水素ナトリウムの
熱分解　NaHCO
3
　→　Na
2
CO
3
　＋　H
2
O　＋　CO
2
・炭酸カルシウムの
熱分解　　　CaCO
3
　→　
CaO
　＋　CO
2
)②実験で行った気体の製法を化学反応式で示しなさい。また、それ以外の製法を挙げ、化学反応式で示しなさい。




　③実験1③と④の化学変化について、教科書P217を参考に化学反応式も用いて説明しなさい。
 (
Ca(OH)
2
　＋　CO
2
　→　C
aCO
3
（白濁）
　＋　H
2
O
CaCO
3
（白濁）　＋　
 CO
2
　＋　H
2
O
　
⇄
　Ca(H
CO
)
2
 
（無色透明）
石灰水に二酸化炭素を通じると、炭酸カルシウムの白色沈殿が生じる。さらに二酸化炭素を通じると炭酸水素カルシウムが生じ、炭酸カルシウムは溶ける。加熱すると逆反応が起こり再び炭酸カルシウムが生じるため、白色沈殿が生じる。
)







実験2　　※予備実験(NH4)2CO3の熱分解
　　4本の試験管に各0.1mol/Lの水酸化バリウムBa(OH)2、水酸化ナトリウムNaOH、水酸化カルシウムCa(OH)2、水酸化カリウムKOHを5mL入れる。それぞれの試験管に炭酸アンモニウム((NH4)2CO3)を小さじ1杯加え、結果(沈殿と色、化学式)を書きなさい。
	
	Ca2＋
	Ba2＋
	Na＋
	K＋

	色
	白色
	白色
	無色透明
	無色透明

	沈殿
	あり
	なし
	
	

	沈殿の化学式
	CaCO3
	BaCO3
	
	



考察2
 　実験で扱った金属イオンは、炭酸塩の沈殿の有無で２つのグループに分類される。それは何か。 既習事項の硫酸塩（→実験No.3）と比較して考察しなさい。
 (
赤色はコバルト
、緑色はニッケル、赤褐色は鉄、青色は銅の色である。
) (
試験管の底から上に向かって金属樹（
生徒はトゲトゲとか表現するかな？
）が伸びていった。
～
色が一番伸びていた。
) (
沈殿が生じるCa
2＋
とBa
2＋
は、『アルカリ土類金属』であり、Na
＋
とK
＋
は、『アルカリ金属』である。同族元素で化学的な性質が似ていることが分かる。
硫酸塩については、Pb
2＋
以外は沈殿ができる共通点があった。
)



演示実験ケミカルガーデン
　①水ガラスを大型試験管に入れて、水を加えて希釈し、軽くかき混ぜる。
　②数種類の硝酸塩を少量ずつ試験管に入れる。
　③しばらく観察するとどのような現象が起きるか。




考察3
　実験の結果から、何の金属が入っているかを考察しなさい。




【実験まとめ（実験の目的に沿ったまとめをする）】
 (
沖縄に広く分布する石灰岩の主成分であるCaCO
3
に塩酸を反応させると
CO
2
が生じた。
CO
2
は石灰水に通じると
CaCO
３
が生じ白濁する。さらに
CO
2
を通じると無色透明の
Ca
(H
CO
)
2
が生じる。また、加熱すると逆反応がおこり、再び
CaCO
３
が生じて白濁する。
炭酸塩の沈殿を生じる金属は、アルカリ土類金属のBa、Caであった。いずれも白色沈殿が生じた。
)






[image: ][image: ]
目的二酸化炭素の製法と性質、炭酸塩をつくる金属について調べ、理解する。
 (
全体的によいと思います。改善するとしたら
、
・「あわ」を「気体が発生し」に訂正
・「ガスバーナーで加熱したら」の表現は何を加熱したのか？そもそもガスバーナーは使用したのか？
)
実験１


[image: ]



 (
この文章だけ読んでも、どういう実験をしたのかが分からない。④①③などの実験番号が書かれているが、省略せずに記述してください。
)
[image: ]
 (
全員、実験で行った化学反応式しかかけていませんでした。中学校理科の第一分野下で、炭酸水素ナトリウムの熱分解反応は学習済みのはずですが…。もしくは、教科書から探すとか工夫をしてください。
)
考察１
 (
・炭酸カルシウムに希塩酸　　　CaCO
3
＋2HCl　→　CaCl
2
　＋　CO
2
　＋　H
2
O
・炭酸水素ナトリウムの熱分解　NaHCO
3
　→　Na
2
CO
3
　＋　H
2
O　＋　CO
2
・炭酸カルシウムの熱分解　　　CaCO
3
　→　
CaO
　＋　CO
2
)　　②



 (
化学反応式を書き、きちんと文章で説明している。石灰水に二酸化炭素を通じて生じる白い沈殿が炭酸カルシウムであることもきちんと書かれている。その後の文章をもう少し丁寧に書いていたらより良い。
)






 (
【参考例】
Ca(OH)
2
　＋　CO
2
　→　CaCO
3
（白濁）
　＋　H
2
O
CaCO
3
（白濁）　＋　
 CO
2
　＋　H
2
O　
⇄
　Ca(HCO)
2
 
（無色透明）
石灰水に二酸化炭素を通じると、炭酸カルシウムの白色沈殿が生じる。さらに二酸化炭素を通じると炭酸水素カルシウムが生じ、炭酸カルシウムは溶ける。加熱すると逆反応が起こり再び炭酸カルシウムが生じるため、白色沈殿が生じる。
)






考察２参考例
 (
沈殿が生じるCa
2＋
とBa
2＋
は、『アルカリ土類金属』であり、Na
＋
とK
＋
は、『アルカリ金属』である。同族元素で化学的な性質が似ていることが分かる。硫酸塩については、Pb
2＋
以外は沈殿ができる共通点があった。
)





[image: ]【実験まとめ（実験の目的に沿ったまとめをする）】


 (
全体的にこのようなまとめです。何度
も同じことを書いているのは、重要だからです。きちんと書くようにしましょう。
また、「実験の目的」に沿ったまとめをしてください。
どういう操作をしたらどのような結果になり、どういうことが分かったかを具体的に記入してください。
)





 (
沖縄に広く分布する石灰岩の主成分であるCaCO
3
に塩酸を反応させると
CO
2
が生じた。
CO
2
は石灰水に通じると
CaCO
３
が生じ白濁する。さらに
CO
2
を通じると無色透明の
Ca
(HCO)
2
が生じる。また、加熱すると逆反応がおこり、再び
CaCO
３
が生じて白濁する。
炭酸塩の沈殿を生じる金属は、アルカリ土類金属のBa、Caであった。いずれも白色沈殿が生じた。
)参考例










　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　（共同実験者　　　　　　　）
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